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学
校
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
つ
な
ぐ

地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

問 
学
校
教
育
課
学
校
教
育
係

（

71
・
２
４
６
０　

71
・
２
３
３
８
）

　

学
校
と
地
域
住
民
を
結
び
つ
け
る
ス

ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
本
部
の
地
域
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
紹
介
し
ま
す
。
学
校

支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
力
を
発
揮

し
た
い
人
は
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。　
　
（
敬
称
略
）

▽
豊
科
地
域

豊
科
南
小
学
校
…
川か
わ
ぐ
ち口
邦く
に
ひ
ろ博

豊
科
北
小
学
校
…
丸ま
る
や
ま山
紀の
り
こ子

豊
科
東
小
学
校
…
内う
ち
か
わ川
淳あ
つ
し

　

豊
科
南
中
学
校
…
時と
き
た田
岩い
わ
え江

豊
科
北
中
学
校
…
赤あ
か
ほ
り堀
健け
ん
い
ち一

▽
穂
高
地
域

穂
高
南
小
学
校
…
平
ひ
ら
ば
や
し林
佳よ
し
き樹

穂
高
北
小
学
校
…
内う
ち
や
ま山
房ふ
さ
こ子

穂
高
西
小
学
校
…
望も
ち
づ
き月
文ふ
み
の
り規

穂
高
東
中
学
校
…
浅あ
さ
か
わ川
恭や
す
か
つ克

穂
高
西
中
学
校
…
赤あ
か
ぬ
ま沼
美み

な

こ
奈
子

▽
三
郷
地
域

三
郷
小
学
校
…
峯み
ね
ぎ
し岸
芳よ
し
お夫

三
郷
中
学
校
…
丸ま
る
た田
功の
り
こ子

▽
堀
金
地
域

堀
金
小
学
校
…
北
き
た
ば
や
し林
則の
り
こ子
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堀
金
中
学
校
…
猿さ
る
た田
ち
と
せ

▽
明
科
地
域

明
南
小
学
校
…
勝か
つ
い
え家
満み
つ
る

　

明
北
小
学
校
…
伊い
と
う藤
文ふ
み
お男

明
科
中
学
校
…
遠え
ん
ど
う藤
宏こ
う
い
ち一

国
勢
調
査
実
施
本
部
の
設
置

問 

三
情
報
統
計
課
統
計
係

（

71
・
２
４
６
９　

77
・
６
０
６
０
）

　

10
月
１
日
を
基
準
日
と
し
て
全
国
一

斉
に
実
施
す
る
国
勢
調
査
に
先
が
け

て
、「
国
勢
調
査
市
実
施
本
部
」
が
６

月
23
日
、
三
郷
支
所
に
設
置
さ
れ
ま
し

た
。

●
国
勢
調
査
と
は　

統
計
法
に
基
づ
い

て
５
年
に
１
回
実
施
し
ま
す
。
調
査

対
象
は
市
内
の
全
世
帯
で
、
10
月
１

日
現
在
の
家
族
構
成
や
住
居
の
状
況

な
ど
を
調
べ
ま
す
。

●
実
施
本
部
の
設
置
期
間
等　

国
勢
調

査
の
整
理
が
終
わ
る
12
月
ま
で
設
置

し
ま
す
。

●
お
願
い　

調
査
の
結
果
は
国
や
県
・

市
町
村
の
行
政
施
策
な
ど
に
反
映
さ

れ
ま
す
。
日
本
の
「
現い

ま在
」
を
正
確

に
把
握
す
る
た
め
に
、
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

タ
マ
ネ
ギ
生
産
振
興
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

問 

農
政
課
生
産
振
興
担
当

（

71
・
２
４
２
８　

71
・
２
５
０
７
）

　

市
農
業
再
生
協
議
会
で
は
、
タ
マ
ネ

ギ
生
産
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま

す
。

●
日
時　

８
月
７
日
（
金
）
午
後
１
時

30
分
〜
４
時
30
分（
開
場
午
後
１
時
）

●
場
所　

豊
科
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー

「
き
ぼ
う
」
多
目
的
交
流
ホ
ー
ル

●
内
容　

▽
先
進
地
の
事
例
紹
介
▽
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
（
テ
ー
マ

「
タ
マ
ネ
ギ
機
械
化
体
系
で
水
田
農

業
の
経
営
安
定
を
考
え
よ
う
」）

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

不
要

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
策
定
に
向
け
た
「
事
業
提

案
」
の
募
集

問 

政
策
経
営
課
企
画
担
当

（

71
・
２
４
０
１　

71
・
５
１
５
５
）

　

総
合
戦
略
策
定
に
あ
た
り
、
市
の
特

徴
や
地
域
資
源
を
活
か
し
た
「
雇
用
創

出
」「
人
口
増
加
」「
地
域
の
活
性
化
」

に
つ
な
が
る
事
業
の
提
案
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

●
募
集
テ
ー
マ

１　

新
た
な
雇
用
を
生
み
だ
す(

仕
事

の
創
出
）

２　

若
者
や
女
性
が
活
躍
で
き
る
ま
ち

を
つ
く
る
（
働
く
人
口
の
増
加
）

３　

安
心
し
て
出
産
し
子
育
て
で
き
る

ま
ち
を
つ
く
る（
出
生
数
の
増
加
）

４　

い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
つ

く
る
（
人
口
減
少
社
会
の
地
域
活

性
化
）

●
提
案
方
法　

郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・
電

子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
政

策
経
営
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

様
式
は
政
策
経
営
課
（
２
階
11
番
窓

口
）
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

入
手
で
き
ま
す
。

〒
３
９
９
‐
８
２
８
１

市
役
所
政
策
経
営
課
（
住
所
不
要
）

seisakukeiei@
city.azum

ino.
nagano.jp

※
提
出
に
要
す
る
費
用
は
提
案
者
負
担

●
締
め
切
り　

８
月
３
日
（
月
）
必
着

●
受
付　

直
接
持
参
（
受
付
時
間
・
募

集
期
間
内
の
平
日
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
15
分
）、
郵
送
（
最
終
日

必
着
）、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
電
子

メ
ー
ル
（
送
信
記
録
が
最
終
日
）

●
そ
の
他　

▽
寄
せ
ら
れ
た
提
案
は
総

合
戦
略
策
定
の
参
考
と
す
る
ほ
か
、

市
の
政
策
形
成
の
参
考
に
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
個
別
の
提
案
に
対
す

る
質
問
に
回
答
は
し
ま
せ
ん
。
▽
提

案
内
容
に
基
づ
く
事
業
化
等
に
よ
り

養育費に関する電話相談会水道メーターの検針 長峰荘　～バーベキュー場・ビアガーデン始めました～暴力団追放運動に活用するポスター・標語

　司法書士による養育費に関する電話相
談会を開催します。

●日時　８月２日（日）午前10時～午後４時
●電話　 0120・567・301
　　　　（フリーダイヤル）
●問い合わせ　
　県青年司法書士協議会
　 0265・48・0315
　 0265・48・0316

　水道メーター検針のため、以下の期間
に検針員が訪問します。

●期間　　８月 15 日（土）～ 25 日（火）
●対象　　豊科・堀金・明科地域
●お願い　期間中は、メーターボックス
上に車などを置かないようにご協力を
お願いします。
●問い合わせ　市水道料金センター
　 72・4333　 72・4400

　長峰荘でバーベキュー場を開設しました。家族や友人と一緒
に北アルプスを一望しながらバーベキューをお楽しみください。
また、週末の夜はビアガーデンも始めました。ぜひご利用くだ
さい。

●バーベキュー場（器具一式の貸し出し、食材提供あり）
期間　７月１日（水）～ 11月３日（火）午前 10時～午後３時
●ビアガーデン（金・土・日曜日のみ）
　期間　７月１日（水）～９月 13 日（日）午後６時～９時
●問い合わせ　長峰荘　 62・2195

　暴力団追放運動に活用するポスター・標語を募集します。
●募集内容　暴力団を許さない、暴力団を排除する意識の高揚
を県民に訴えるもの。
●応募方法　ポスターはB3 版の画用紙１枚につき１作品の応募
とし、郵送してください。標語はメール・はがき・ファクスにて、
一人何点でも応募可能です。
●応募資格　県内在住の人
●応募締切　９月１日（火）当日消印有効
●応募先・問い合わせ　　長野県暴力追放県民センター
〒 380-0837 長野市南長野幅下 692-2　boutsui@avis.ne.jp
026・235・2140　 026・233・3741

発
生
す
る
一
切
の
権
利
は
市
に
帰
属

す
る
も
の
と
し
ま
す
。
▽
提
案
内
容

に
よ
り
具
体
的
な
内
容
の
み
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
開
さ
せ
て
い
た
だ

く
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
提
案

書
等
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

　甲虫類とは、昆虫の中でも全身を固い外骨格に覆
われたカブトムシやテントウムシの仲間です。全動
物種数の３分の２を占める昆虫の中で、さらにその
３分の２が甲虫類です。地球上の動物の約半分が甲
虫であり、市内には 3000 種前後が生息すると推定
されますが、確認されたのは 1500 種ほどにすぎま
せん。その約１割、140 種ほどが貴重種として選定
されました。すでに絶滅したカワラハンミョウを筆
頭に、水辺、里山に生息する種が多く含まれます。
大半は開発と農薬の過剰利用により激減しました。

特徴
　体長２～３㌢メートル、縄文土器のような彫刻を
背にまとい、赤銅色に輝きます。翅

はね

が退化して飛べ
ません。湧水地周辺の灌木を交えた湿地・河川敷に
生息し、ミミズなどを食べて成虫で越冬します。
待ったなしで保護を！
　アカガネオサムシが発見されたのは 20 年前、当
時は松本市から生坂村にかけて 10 カ所近い生息地
がありましたが、近年はほとんど確認されていませ
ん。河川の改修工事が第一要因と推定されますが、
心ない愛好者による過剰な捕獲圧の痕跡もあるよう
です。残された生息地の保全が急務となっています。

（日本甲虫学会　平沢伴明）

甲虫類

レッドデータブックから⑥
安曇野の重要な自然環境

アカガネオサムシ
（オサムシ科）
安曇野市だけでなく、長野
県、環境省でも絶滅危惧Ⅱ
類に指定。
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